
ここがポイント

株式会社KNK

ものづくり補 助 金は自社の閉そく感
から 抜け 出す 突 破 力となりました。
現 場 改 善は日進 月歩。まだまだ 取り
組むべき課 題はありますが、新ステー
ジにアクセルを踏む原 動力になりま
した。

新ステージへの突破力
オリジナル製品は自社の強みです。設
計・開発力を磨き、下請けを脱却し、メー
カーを目指します。最新設備の次はIoT
を導入します。例えば生産・品質のデー
タ管理により、管理業務を集約して確保
した人員を開発に向けたいです。

今後の展開を教えて
ください。

生産性が向上しました。たいへん喜んで
います。さらなる改善に向けて導入した
設備周辺の自動化にも取り組んでいま
す。検査工程は付加価値を生みませんの
で、IoT（モノのインターネット）を使っ
た自動化、省力化を検討しています。

実際に設備を導入し
ていかがですか？

自動車部品はコスト競争力が求められ
ます。当時、高精度、低コスト化への
対応が喫緊の課題でした。新設備導入
により付加価値高い生産体制のレール
を引くことができ、まさしく取引拡大
の道が開けました。

ものづくり補助金の
活用が起爆剤となり
ましたね。

自社製品を開発し、将来はメーカーへ

単に受注した製品生産のみに留
まってはいられない。取引拡大
を図るには付加価値の高いモノ
づくりが大切だ」と話していま
す。治工具を自社で独自に開発
し、成形品に部品を取り付ける
二次加工や組み立て工程のさら
なるレベルアップに力を入れて
います。人手不足が顕在化する
中、生産現場や職場環境の改善
はもちろんのこと、今後は自動
化、省力化設備の導入にも意欲
を見せています。人材育成にも
余念がなく、将来は設計・開発

　40トンから1000トンまでの
射出成形機が稼働しています。
樋口正憲工場長は「これからは

力を高めて下請けから脱却し、
自社オリジナル製品を持つメー
カーを目指しています。

付加価値の高い
モノづくりで、
さらなる発展を

　導入した560トンの射出成形
機は稼働率が８割を超えていま
す。以前は環境に左右され温度
制御が難しかったですが、細か
く短時間で制御できるようにな
りました。生産効率は約７％向
上、品質が安定し、電気代も従
来の３分の１程度と、ランニン
グコストも抑えられています。
画像寸法測定器は、これまで工
具顕微鏡などで１個１個測定し
ていたものをまとめて測定でき
るようになり、測定時間は従来
の３分の１以下となりました。
ま た 製 品 を 納 入 す る 部 品 メ ー
カーも同じ測定器を利用してい
ます。品質管理体制への信用度
が高まり、受注拡大にもつなが
りました。

成形品の加工と
組み立ての
強化を図る

　樹脂成形部品を生産していま
す。主力は自動車関連部品。配
電機器生産で培った生産技術を
生かして自動車関連産業へ参入
しました。取引を拡大するには、
完成車メーカーからのコスト要
求に応える競争力の強化が欠か
せません。従来は生産や検査設
備の能力に限界を抱え、生産時
間や検査工数を増やして対応し
ていました。そこで生産体制の
高度化、低コスト化に向けて、
最新式の射出成形機と高精度な
画像寸法測定器を導入しました。

コスト競争力を
強化するには

高精度ハイブリット射出成形機と画像寸法測定機を導入
した。生産体制を高度化したことで受注が増え、売上を
拡大した。

自動車部品の受注拡大を目指し、生産体制を高度化
最新式射出成形機及び

脂部品の
現

高精度測定器導入による樹
高品質化、低コスト化の実
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